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序　　文

原始、古代より大陸文化の交流の玄関口として栄えた博多湾岸には各時代に亘って多くの遺

跡が存在していますO本市教育委員会では、これらの埋蔵文化財についての保存．保護に努め、

各種の開発事業に伴っては記録保存のための発掘調査を行っています。

本書に報告する五十川遺跡は奴国の拠点的役割を負った比恵・那珂遺跡に隣接する遺跡です

が、従来では五十川高木遺跡、赤目遺跡、野間遺跡等の発掘調査例しか無いため、歴史的な変

遷が明らかではない地域のひとつでした。

今回の発掘調査は共同住宅建設に伴って実施したもので、五十川遺跡第1次調査に相当しま

す。調査の結果、縄文時代～鎌倉時代までの遺構．遺物を発見し、貴重な資料を得ることがで

きました。

発掘調査から資料報告に至るまでに、ご協力を賜りました関係者に対して感謝の意を表しま

す。

又、本書が埋蔵文化財の保護に対するご理解の一助となり、広く活用されることを願ってい

ます。

平成6年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　尾　花　　　剛



例

1・本書は民間の共同住宅建設に伴い、福岡市教育委員会が昭和54（1979）年1月22日から同年

3月10日の期間中に発掘調査を実施した五十川赤目遺跡の第1次調査報告である。

2・五十川赤目遺跡の第1次発掘調査は井澤洋一が担当した。

3・本書に掲載した遺構の実測は、井澤、常松幹雄、松尾　修、入江誠剛、中富一夫、池田孝

弘、森本和男、高倉浩一、永見　英、松田慎一、松風　満、中川原裕之が行った。

4．遺物の実測は、池田（孝）、牛房綾子、吉田扶希子、康等　香、松尾正直が行った。

5・遺構実測図の製図は牛房、遺物実測図の製図は吉永祐美子、池田洋子、井澤が行った。

6・遺構．の写真撮影は井澤が行い、遺物の写真撮影は、池田（孝）が行った。

7・本書に掲載する遺構一覧表は牛房、池田（孝）が作成した0

8．遺構番号は発掘調査中に於て検出した順に番号をふり、本書では遺構略号を遺構番号の頭

に付けた。遺構の略号として用いたのはSK（土壙）、SE（井戸）、SD（溝）、SP（ピット）で

ある。

9．本書の遺物番号は通し番号で示し、図版番号に一致させている。

10．遺構に用いた方位は磁北であるO

ll．本報告にかかわる図面・写真．遺物などの一切の資料は、福岡市埋蔵文化財センターに収

録・保管される予定である。

12．本書作成に当たって、吉田扶希子、福田小菊、多田映子、田中昭子、三浦明子の協力を得

た。

13．本書の執筆は第1章と第2章一第5章の一部を井澤が、第2章一第5章を池田（孝）が行

った。

14・本書の編集は牛房と池田（孝）の協議により、井澤が行った。

遺跡調査番号 7　8　0　9 遺　 跡　 略　 号 G J K

地　　　　 番 福岡市南区大字五十川字赤 目98番 1 分布地図番号－ 板付24

開　 発　 面　 積 1，449m 2 調査対象面積 1，449m 2 調　 査　 面　 積 1，449m 2

－調　 査　 期　 間 1979年 （昭和54年） 1 月22 日～1979年 、（昭和54年） 3 月10日－
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第1章　はじめに
1・調査に至る経過
当該地は那珂川右岸の低丘陵地帯に位置し、旧地番は南区五十川赤目98－1に相当する。昭

和50年代当時、住居地域に指定されているこの地域は大型開発が少なく、農村型の集落を形成

していた。当該地の旧地目は水田である。

昭和53年9月1日付で、開発計画事前審査願が市長に提出されたことに伴い、文化課（当時）

では稲刈り後の11月7日に試掘調査を実施した。

試掘調査は申請地の1，449m2全域を対象として、4本のトレンチを設定した。耕作土、床土の

下から、黒褐色粘質土の弥生時代～鎌倉時代の包含層、及び黄褐色、又は暗褐色粘質土の上面

において溝、ピット等を検出したため、申請地の全域が遺跡であることが判明した。

以上の結果にもとづき、事業主の谷健誠氏、及び錦義建設株式会社との間において調査費用

負担、並びに調査期間の協議を重ねたO調査費の原田負担により、発掘調査を、昭和54年1月

22日から3月10日まで実施した。

2．発掘調査の組織
調査委託　事業主　谷健誠

調査主体　福岡市教育委員会

調査担当　社会教育部文化課（当時）・文化財部埋蔵文化財課（現在）

調査総括　文化課長　清水義彦（当時）．埋蔵文化財係長　三宅安吉（当時）

庶務　木村義一（現在、教育委員会総務課係長）

発掘調査．試掘調査　井滓洋一

整理報告　井滞洋一（現在、埋蔵文化財課主任文化財主事）

整理作業　牛房綾子、池田孝弘（以上調査員）、池田洋子、吉永祐美子、福田小菊、多田映子

調査協力者　谷健誠、錦義建設株式会社、〔地元〕蒲池尚武、内野栄次郎、八尋辰雄、進藤ト

シ子、真鍋ミワ、進藤カオル、谷ツチ子、中村京子、谷妙子、森山キヨ子、山

根キミエ、富永千里、富永妙子、谷ミネ子、進藤フデノ、谷ホマレ、大神和子、

谷謹守、谷美津子、木山真由美、〔明治大学〕森本和男、高倉浩一、松田慎一、

永見英、〔福岡大学〕松尾修、阿部典広、池田賢一、今泉雄二、中富一夫、松風

満、江口政徳、中川原裕之、〔西南学院大学〕池田孝弘、入江誠剛、小山田政

光、不老敏悦、松尾亨、中条正憲、池松千富、〔早稲田大学〕常松幹雄、〔その

他〕辻哲也、池松直子

発掘調査から・整理作業に至るまで、上記の関係者を含め、多くの方々にご協力をいただいた

ことを記し、感謝の意を表したい。

－1－



第2章　遺跡の立地と環境
福岡市の南部に広がる福岡平野は、那珂川、御笠川、諸岡川等の河川の沖積作用によって形

成された逆三角形の平野である。花崗岩風化礫層を基盤とし、その上に約3万年前に噴出した

と推定される阿蘇火砕流による白色粘土（八女粘土）と、黄褐色軽石質火山灰（鳥栖ローム）

が広く分布して、標高10～30mの中位段丘が形成される。そのひとつで、那珂川と諸岡川に挟

まれた那珂丘陵は、春日市の春日丘陵に始まり、福岡市比恵附近まで延びている。

五十川遺跡群は那珂丘陵のほぼ中央に位置し、北は那珂遺跡群、南は井尻遺跡群に挟まれる。

東には独立丘陵である諸岡遺跡群や板付遺跡、三筑遺跡、北東には那珂深ヲサ遺跡、那珂君休

遺跡、那珂久平遺跡があり、南西には那珂川を挟み大橋E遺跡、三宅遺跡群などがある。

五十川赤目遺跡は、五十川遺跡群の中央部から東端に位置しているが、この地域には北に開

口した浅い谷が形成されており、当該調査地点は、谷の北西側緩斜面に相当するO発掘調査前

の地目は水田であり、当該地の標高は9．1mを測る。周辺の台地との比高差は約0－1・9mを測

る。五十川遺跡跡群では発掘調査例は少なく、当該地のほか、山陽新幹線工事に伴う発掘調査

（五十川高木遺跡）及び当該地に隣接している五十川遺跡の第2次調査の2ヶ所である。

五十川高木遺跡（井尻A遺跡）

昭和46年9月から同47年2月までの期間に、山陽新幹線建設工事に伴い発掘調査を行った。

12－13世紀に比定される集落遺跡である。遺構は竪穴住居跡、井戸跡、溝、ピット等の遺構の

他、須恵器、土師器、黒色土器、瓦器、輸入陶磁器、瓦、瓦質土器、土師質土器、国産陶器な

どが出土した。

五十川遺跡（第2次調査）

本遺跡の北西に隣接する。昭和58年4月25日から6月18日までの期間に、民間の宅地開発に

伴い発掘調査を行った。弥生時代前期末の竪穴住居跡、古墳時代前期～後期の竪穴住居跡．井

戸跡．竪穴遺構、奈良時代の掘立柱建物跡・溝状遺構、中世期の掘立柱建物跡・溝状遺構など

を検出している。遺物は弥生式土器、土師器、須恵器、青磁器、鉄滓、磨製石鏃などが出土し

た。

五十川妙楽寺遺跡

当該地の南西150m程の台地上に位置している。銅鉾鋳型、石剣などが発見されている。弥生

時代後期の遺跡と思われる。

－2－



1．博多遺跡群
2・肥前堀跡
3．鴻臚館跡

4．堅粕遺跡　　　　　7・那珂遺跡群
5．比恵遺跡　　　　　8．板付遺跡
6．那珂八幡古墳　　　9・諸岡A遺跡群

10・五十川遺跡群
11・井尻B遺跡群

Fig．1五十川遺跡と周辺の遺跡（縮尺1／50，000）
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Fig．2　五十川遺跡第1次調査現況測量図（縮尺1／2，000）
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第3章　調査の経過と概要
1．調査経過
発掘調査は昭和54年1月22日から同年3月10日まで実施した。排土、及び残土処理の関係か

ら調査区を北と南の2つに分けて行った。

北側調査区は遺跡全体の約2／3の広さで、調査は1月22日から2月14日まで行った。南側調査

区を排土処理場とした。遺構は整地層上面では検出できないため黄褐色土層の上面を遺構面と

した。遺構面は西側に傾斜し、西側ではより厚く整地層が堆積している。遺構の道春状況は西

側のほうがより良好で、東側では削平によりピットなどもあまり検出できなかった。遺構は井

戸1、土壙1、溝6条、ピットを検出した。溝は全てがほぼ北東～南西に延びている。溝SD03

は南側調査区に続いている。溝SD07は同じく南側に伸びており、北側では一部を確認したOSD07

は旧河川と考えられる。SD06からは豊富な遺物が出土した。

南側調査区の調査は2月19日から3月10日まで行ったO　広さは北側調査区の半分程度であっ

たが、調査期間中は全般的に雨や雪が多く、また、溝SD07において湧水が著しいため機械力を

投入して調査を行った。遺構は溝SD03・07を中心として、新たに4条の溝、土壙6基、ピット

を検出した。溝SD07はコの字形に廻っていること した。北側境界地にある土壙SK38から

は多くの遺物が出土した。SK38は完形の土師器、須恵器、瓦などが集中して出土したことから

重要な遺構と思われたが、境界地にあるため、調査は不充分に終わった。

2．土層
当該地の旧地目は水田である。土層は大略、第Ⅰ層．耕作土、第II層・床土、第III層・黒褐

色粘質土層、第IV層．黄褐色シルト屑、第Ⅴ屑．灰黒色シルト層、第VI層．淡黒灰色砂質土層、

第ⅤII層・砂層の層序となる。第III層の黒褐色粘質土は東側に堆積しておらず、南側に厚く堆積

しているところから、丘陵の浅い谷部を埋め立てたものと思われる。上面では遺構を検出する

ことはできなかったが、中国青磁・白磁等が散見できるので、中世の掘立柱建物等の小規模な

遺構が存在したものと考えられる。包含層に含まれる遺物は多量であり、磨滅したものも多い。

縄文時代から平安時代までの土器、石器、土師器、須恵器を含んでおり、特に9世紀前後の須

恵器、赤焼け土器、甑、移動式竃片を多く含んでいることは、この整地層の形式時期を示すも

のである。遺構面は第IV層の黄褐色シルト層であるが、調査区東側では検出されず、第Ⅴ層の

Tab・1五十川遺跡周辺調査地一覧表
遺　　 跡　　 名

所　 在　 地 面　積 調　 査　 期　 間 事　 業　 名－ 田寺　　　　 代旧遺 跡名 ・；大数 現遺跡名 ．次数

五 十一川高木 遺跡 井尻A 遺跡 －福 岡市南 区五 十川 500 m 2 1 97 1（昭和46年）9 月～ 山陽新幹線 平安時代 ～
高木 1 丁 目 197 2年 （昭和4．7年）2 月 線路建設土事 鎌倉時代

五 十川赤 目遺跡 五十川遺跡 福 岡市南 区五 十川 1 ，449 m 2 1 97 9（昭和54年）1 月22 民間宅地開発 縄文時代日免期
第 1 〕欠調査 第 1 ら欠調査 字赤 目98番 －1 ロー 3 月10 日 ～鎌倉時代
五 十川赤 目遺跡 五十川遺跡 福 岡市南 区五 十川 660 m 2 1 98 3（昭和58年）－4 月25 民間宅地開発 －弥生時代前知
第 3 次調査 第 2 次調査 2 丁 目99，10 0，56 9 目～ 6 月18 日 末 ～中1膣

五 一土用野間 遺跡 諸岡A 遺跡群 福 岡－市南 区五 一十川 975 m 2 1 97 9（昭和54年）3 月 5 民間宅地開発 古墳時イ℃初頭
第－1 次調査 野 間63－ 1 ロー 4 月10 日 ～中1世
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灰黒色シルトが遺構を形成する。但し、この第Ⅴ層では遺構が非常に少なく、且つ削平を受け

て遺存状態の悪い溝SD05、及びピットを検出することにとどまった。第Ⅴ層のシルト層の下は

淡黒灰色砂質土屑の薄い堆があり、その下は砂層を形成している。旧地形図をみるかぎり御笠

川の蛇行の形跡を認めることができるので、旧河川縁辺の沖積化によって形成された台地縁辺

部に当該地は位置するものと考えられるO

3．遺構・遺物解説
本遺跡からの遺構には、土壙（SK）、井戸（SE）、溝（SD）を検出した。そのほかの柱穴状の穴に

っいてはピットとした。遺物が出土したピットについてのみ通し番号を付した。土壙と井戸は

当初は通し番号を付けていたが、整理作業段階において土壙はSKに、井戸はSEに改めた。

（1）土壙（SK）及び出土遺物
土壙は全部で7ある。縄文時代に属するもの1、弥生時代に属するもの1、古墳時代に属す

るもの3、奈良時代に属するもの2であるO SK01を除き、他は調査区の南西に集中する。

SKOl（Fig・5）

調査区の北西端に位置する。最大長は73cm、最大幅は69cm、深さ23cmを測るO平面形は楕円

形で、断面形は逆梯形をなす。弥生式土器の甕、土師器の高坏・甕・椀が出土した。

遺物（Fig．6）

土師器・高坏（1．2）1は脚部片で、裾部はラッパ状に開くO内外面ともにナデ調整。色

調は橙色を呈する。胎土にはわずかに砂粒を含む。焼成は良好である。2は口縁部片であるO

内面はヨコハヶ調整、外面はタテハヶ調整を行い、口縁端部のみ内外面ともヨコナデ調整する。

赤褐色を呈すO胎土に少し砂粒を含む。焼成は良好である。4世紀前半頃O

SK30（Fig．5）

最大長は76cm、最大幅は70cm、深さ48cmを測るO平面形が不整隅丸方形で、断面形は箱型を

なす。大型の柱穴かもしれない。覆土から弥生式土器片、土師器の高坏．甕、須恵器のm・坏・

坏蓋、赤焼け土器片などが出土した0　9世紀前半頃。

遺物（Fig・6）

須恵器・皿（3）　内面はヨコナデ調整、外面は口綾部がヨコナデ調整、鹿部がナデ調整であ

る。小片であるため器形の復原はできなかったが、直径13cm、器高2cm位になると思われる。

須恵器の生焼けである。白灰色を呈する。胎土に砂粒を少し含む。

SK31（Fig．5）

最大長は70cm、最大幅は64cm、深さ39cmを測る。平面形が不整円形で、断面形は箱型をなす

が、SK30と同じく、大型の柱穴の可能性がある。覆土から弥生式土器片、土師器の壺などが出

土したが、いずれも細片であり図示できなかったO　古墳時代前期。
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Fig・3　第1次調査遺構配置図（縮尺1／300）
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L＝8－388m

L＝8．388m

±く二二二二⊃≡

SK38土層名称
1・黒色粘質土に褐色土を含む

2・黒色粘質土に褐色土を僅かに含む

3・黒色砂層

4・3と黒色粘質土
5・黒色粘質土に白色粘土混入

6・青白色砂層（堅い）

7・淡茶色粘質土

8．黒色粘質土と淡茶色粘質土の混合土

」『表
し＝8－288m

Fig・5　土壙（SK）実測図（縮尺1／40．1／30）
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Fig．6　土壙（SK）出土遺物実測図（縮尺1／3）
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SK33（Fig・5）

最大長は95cm、最大幅は90cm、深さ15cmを測る。／平面形が不整隅丸長方形である。既に上部

の大半が削平され、鹿部のみ検出した。溝SD03に切られるO縄文式土器の甕、弥生式土器片が

出土した。弥生時代の遺構と思われる。

遺物（Fig．6）

縄文式土器・甕（4）　胴部片である。屈曲部に低い三角突帯を貼り付け、刻目を施すO　口綾

部は内傾する。外面は貝殻条痕文の後にナデ調整、内面はナデ調整である。淡茶褐色を呈する。

SK35（Fig．5　PL．6）

貴大長は133cm、最大幅は97cm、深さ33cmを測る。平面形が不整楕円形で、断面形は不整の逆

梯形を呈する。覆土は黒色粘質土である。底面から夜目式土器の甕が出土した。溝SD10に切ら

れる。縄文時代晩期。

遺物（Fig．6　PL．7）

縄文式土器・甕形土器（6～9）　6と7は口綾部外面と胴部の屈曲部に刻目突帯を貼り付け

る土器で、共に言縁部は内側に傾斜する。6の外一面はヨコナデ調整、内面は横方向への貝殻条

痕の後、部分的にヨコナデ調整を施す。外面は黒色、内面は淡茶褐色を呈す。焼成は良好O　外

面に煤が付着する。7の外一面はナデ調整、内面は屈曲部より上部がナデ調整、下部が貝殻条痕

文である。外一面は黒色、内面は茶褐色を呈す。焼成は良好である。外面に煤が付着する。8．

。9は胴部片である。8の内面はナデ調整、外面が貝殻状痕文、9は内外面ともナデ調整である。

8・9は内面が淡茶褐色、外面が黒褐色である。焼成は良好である。

SK37（Fⅰg・5）

最大長は91cm、貴大幅は62cm、深さ36cmを測る。平面形は不整隅丸長方形を呈する。溝SD03

と切り合っている。土師器片、土製の勾玉が出土した。古墳時代前期。

遺物（Fig．6　PL・7）

土製勾玉（5）　半弓状に強く曲がっている。全長4・1cm、最大径1．2cm。孔は両方から開けら

れ、孔径0・4cmを測る。

SK38（Fig．5　PL．6）

南側調査区の西側壁に沿って検出した。西半分が調査区外のため全体形は不明であるが、不

整隅丸長方形と考えられる。最大径は2・4m、現存幅は約60cm、深さ約20cmを測る。当初、壁に

沿って長さ約2・5mの落ち込みを確認したため、住居跡の可能性を考えていたが、掘り進めるう

ちに深い2つの土壙となった。南側の土壙から完形品の遺物などが投げ込まれた状態で出土し

たため、これらをSK38出土遺物とした。遺物は8世紀中頃と思われるものが主体であるが、上

層からの出土遺物の中には中世に属すると思われる遺物も含まれるため、SK38と重複して中世

の遺構があった可能性がある。縄文式土器片、弥生式土器片、土師器、須恵器甕、須恵器赤焼
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け土器片、黒色土器、青磁椀、瓦、移動式竃片、砥石、碁石、黒曜石片、製鉄関連遺物などが

出土した。8世紀後半～9世紀前半の遺構と思われる。

遺物（Fig・6－8　PL．7）

10．11・26・27・32・34．35．36・287の他は上層から出土した。

須恵器・士不蓋（10－13）10は完成品である。口径13．2cm、器高3・5cmを測る。外面の1／2が左

回りの阿恵へラ削りである。天井部は丸みを帯び、天井部と休部との境は不明瞭である。淡茶

灰色を呈すO生焼けである。6世紀後半011も完形品で、口径13．3cm、器高1．3cmを測る。天井

部は水平に近い。言縁部の断面は三角形状を呈し、内傾する。つまみは扁平な擬宝珠形である。

天井部外面は回転へラ削りである。暗灰色を呈す0　8世紀中頃。13は口径13cm、器高2．7cm、つ

まみの径2．6cmを測る。天井部の2／3がヘラ削りである。つまみは扁平な擬宝珠形で、頂部はわ

ずかに尖る。外面は暗茶灰色、内面は茶灰色を呈す。8世紀中頃。12は口綾部を欠く。天井部

と休部の境に段をもつ。青灰色を呈す。8世紀後半。10－13の調整は、内面が不整方向のナデ、

口綾部が内外面ともヨコナデである。12の内外面はナデ調整、口縁部付近は内外面ともヨコナ

デ調整である。10－12の胎土には砂粒を含み、13は砂粒を含まない。焼成は11－13は良好であ

る。

坏身（14－18）14は一部を欠くが、ほぼ完形である。口径12．4cm、底径7．2cm、器高3・3cmを

測る。休部は直線的にのび、言縁部はわずかに外反する。端部は丸みを帯びる。暗灰色を呈す

る。15は口径13．1cm、高台径7・8cm、器高3・8cmを測る。高台は鹿部端より少し内側につく。言

縁部はわずかに外反する。灰色を呈す。16は口径11．8cm、高台径6．4cm、器高3．7cmを測る。高

台は鹿部と休部の境につく。茶灰色を呈する。17は口径14・8cm、高台径10・2cm、器高4．3cmを測

るO　高台は鹿部と休部の境につく。口縁部は少し外－反する。鹿部と休部の境は丸く仕上げる。

灰白色を呈す。18は口径13cm、高台径8・9cm、器高4．2cmを測る。高台は鹿部と休部の境につくO

断面形は四角形を呈す。鹿部と休部の境は丸みをもち、口縁部はわずかに外反する。灰白色を

呈する。調整は14－17の休部が内外面ともにヨコナデ調整、内鹿部は不整方向のナデ調整であ

る。鹿部はヘラ起こしである。18は内鹿部が不整方向のナデ調整で、他は磨滅のため不明瞭で

ある014．16・17．18は胎土に砂粒を含み、15は含まない。焼成は14が良好、15・16がややあ

まく、17．18が不良である014は8世紀後半、15－18は8－世紀中頃。

高坏（19）　脚部片であるO　鹿部径12・4cm、現存高3．8cmを測る。裾部は屈曲し、外側に開く。

内外面ともにヨコナデ調整である。外面は暗灰色、内面は灰色を呈す。胎土に砂粒を少し含む。

焼成は良好である。8世紀中頃O

皿（20）　口径20．4cm、鹿部径14・9cm、器高1．7cmを測るO　鹿部と休部の境は丸みをもち、休部

は外反気味に立ち上がる。口縁部は外側に屈曲し、端部を上方へ少しつまみ上げる。鹿部は回

転へラ削りである。休部は内外面ともにヨコナデ調整、内鹿部はナデ調整である。暗灰色を呈
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Fig．7　土壙SK38出土遺物実測図①（縮尺1／3）
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Fig．8　土壙SK38出土遺物実測図②（縮尺1／3．1／1）
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す。胎土に砂粒を多く含む。焼成は良好。8世紀中頃。

甕（23・24）　23は口径21．6cm、現存高7cmを測る。言綾部はくの字形に外反し、言縁端部を

上方につまみ上げる。言緑端部外面に沈線を施す。休部の外面は平行タタキで、内面には同心

円の当て具痕がある。言綾部はヨコナデ調整である。暗灰色を里す。胎土に砂粒を少し含む。

焼成は良好。8世紀。24は休部の破片である。外面は格子目タタキ、内面は青海波の当て具痕

である。

土師器．甑（25・30－32）　25は口縁部片である。口綾部は外反し、端部を丸く仕上げる。休

部外面はタテハヶ調整、内面は部分的にヨコハヶ調整がみられるが、大部分は磨滅のため不明
．1

瞭である。言縁部はヨコナデ調整である。外面は黒色～淡い茶色、内面は淡い茶色を呈す。胎

土に砂粒を多く含む。焼成はややあまい。30－32は把手である。30は長さ6．5cm、幅4・1cm、厚

さ3・2cmを測る。中央部に上部径12mm、下部径9mmの穴が貫通する。穴は両方からの穿孔であ

る。薄茶色を呈す。31は長さ5・5cm、幅3．7cm、厚さ3．1cmを測る。基部にハヶ調整がみられる。

黒灰色～茶褐色を呈す。32は貼り付けである。長さ5cm、幅4．1cm、厚さ3・2cmを測るO焼成は

3点とも良好である。

高坏（26）　完形品である。坏部の口径12．5cm、脚部の径10．3cm、器高10cmを測る。坏部は鹿

部と休部の境に強い段を持ち、口縁部は外反する。脚部には段を持ち、裾部は強く開く。大部

分が磨滅しているが、内外面ともに部分的にナデ調整がみられる。筒部はヨコ方向のナデ調整

である。色調は明赤褐色を呈す。胎土に砂粒を含む。焼成はあまい。6世紀前半O

坏（22）　底径7．2cm、現存高2．4cmを測る。口縁部を欠く。鹿部はヘラ切りである。胎土に砂

を含まない。焼成は良好。8世紀。

甕（27．28）　27はほぼ完形品である。口径15cm、器高12・2cmを測る。脚部は扁平気味で、口

綾部はくの字状に外反する。胴部外面はハヶ調整で、口綾部はタテハヶの後、ヨコナデ調整を

施す。胴部内面はヘラ削りで、口縁部はヨコハヶ調整である。淡茶褐色を呈す。胎土に細かい

砂粒を多く含むO焼成はややあまい。8世紀中頃。28は口径31cm、現存高10．5cmを測る。くの

字形の口縁部をもつ。満面の屈曲部には稜をもつ。休部内面はヘラ削り、外面はタテハヶ調整

を施す。言綾部は内外面とも磨滅している。淡褐色を呈す。胎土に1－3mmの砂粒を多く含むO

焼成はやや不良である。8世紀。

手捏器（29）小型の椀である。鹿部は丸味を持っており、現存高3・3cmを測る。内外面ともに

指圧痕が残る。外面は茶褐色、内面は黒色を呈す。焼成は良好。

白磁．椀（21）　鹿部片である。釉は青味をもった透明釉で、高台内側まで施す。内底見込に

沈線がある。

瓦顆．丸瓦（34・35）　34は現存長21・6cm、弧深5．3cm、厚さ1．5cmを測る。背部は平行タタキ

で部分的にナデ調整がみられる。谷部には1mm幅の布目痕がみられる。淡茶灰色を里す。胎土
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に砂粒を多く含むO焼成は不良で、脆い035は現存長16cm、厚さ1．3cmを測るO背部はナデ調整

で、平行タタキの痕跡がわずかにみられる。谷部にはヘラ削りの跡がみられる。暗茶褐色を呈

す。胎土に砂粒を多く含むO　焼成は不良で非常に脆いO

製鉄関連遺物（33）　両端が欠けている。現存長6・8cm、最大幅2．3cmを測る。断面形は角丸の

四角形である。全面ナデ調整である。胎土に砂粒を多く含む。淡茶褐色を呈す。

石製晶．砥石（36・37）　36は最大長18．7cm、最大幅11．5cm、最大厚9．5cmを測る。A面を砥面

として利用し、他は粗割り調整のままであるが、左側面にはわずかに研磨の跡がみられる。頁

岩質である。37は長さ14．4cm、最大厚7cm、幅6．7cmを測る。A面を主な砥面とし、5両を砥面

として利用する。両側面には粗い研磨の跡がみられるO二次的に火を受ける。砂岩製である。

碁石（287）　不整円形を呈し、最大径2．1cm、最大厚7mmを測る。丁寧な研磨を行っている。

黒曜石製である。

（2）井戸（SE）及び出土遺物
SEOl（Fig．9　PL・2）

平面形が不整円形で、最大径約2．7m、深さ約1．2mを測る。断面形は2段になっており、摺

鉢状を呈す。底面の径は約50cmを測り、水平をなすO井戸壁の中位以下は砂質層を掘り込んで

いるため、中位以下の壁及び底面には青灰色粘土を貼りつけている。湧水が著しい。弥生式土

器片、土師器、須恵器、平瓦、砥石などが出土した。なお杓子状の木器が出土したが、紛失し

た013世紀前半頃。

遺物（Fig10　PL・8）

土師器．皿（38）　口径10cm、鹿部径7・8cm、器高1・1cmを測る。口縁端部は丸味をもち、休部

はやや外反する。鹿部はヘラ切りで、板目痕がある。内鹿部はナデ調整、休部は内外面ともヨ

コナデ調整である。淡茶褐色を呈す。胎土に砂粒を少し含む。焼成は良好012世紀前半。

須恵器・壷（39）　頸部片である。頸部径7・2cm、現存長4cmを測るO頸部はゆるやかに外反す

る。外面はヨコナデ調整で、肩部に自然釉がかかる。暗青灰色で、焼成は良好O

甕（40）　休部片である。内面は同心円タタキの当て具痕、外面は格子目タタキの後、ヨコ方

向のカキ目を施す。

瓦類・平瓦（41）　厚さ2cmを測る。背部は斜格子のタタキ痕、谷部は粗い布目痕が残ってい

るO　焼成はややあまいO　灰白色を呈するO

石製晶・砥石（42）　現存長7・5cm、現有幅7．6cm、厚さ6・4cmを測る。3両に使用痕がみられ

る。硬質砂岩製であるO

（3）溝（SD）及び出土遺物
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SEOl土層名称

茶褐色粘質土
黒褐色（土器多数混入）
暗褐色粘土
黒褐色粘土にシルトブロック少量混入
シルトの大ブロック
窯色土にシルトの小ブロック少量混入
シルトの大ブロックが多い
黒色土と砂屑との互層

Fig．9　井戸SEOl実測図（縮尺1／40）

∈革。

／1L39
／

一三二二〕二
l　　　　41

Fig・10　井戸SEOl出土遺物実測図（縮尺1／3）
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大小倉わせて11条の溝を検出した。古墳時代に属する溝7条、平安時代に属する溝2条、時

期不祥の溝2条である。他にも溝状遺構を検出したが、主な溝についてのみ概説する。いずれ

も上部が削平を受けているO

SDO1（PL・1）

北側調査区のほぼ中央を、北から南西方向に弓状に貫流する細長い溝である。北側に行くに

従って徐々に深くなるO中央部において西と東の二方向に分岐する。西側の溝はSD02と交差す

るが切り合いは不明確である。北端は調査区外となる。現存長24m、幅30cm、深さ10cm前後を

測る。土師器高坏・二重口縁壺、須恵器片などが出土した。古墳時代後期。

SDO2（PL．1）

SDOlとほぼ平行に南西方向にのびる細長い溝で、北端部においてSDOlに－最も接近する。ま

た、SDOlから分岐した溝と交差する。全長20m、幅40cm、深さ15cm前後を測る。遺物の出土は

ないO

SDO3（Fig・ii PL．2．4）

調査区中央よりのやや西側をほぼ南北方向に貫流する細長い溝で、全長53m、最大幅95cmを

測る。深さは10cm前後であるが、中央部近くでは一部30cmの深さを測るO　最も残りのよい部分

の断面形は逆梯形で、底面は幅20cmを測り、水平である。覆土は暗黒褐色粘質土にシルトが混

入する。溝SDO9・SDll・土壙SK33・SK37を切り、溝SDOlに切られる。縄文式土器片、弥生

式土器壺、土師器甕．皿・長頸壺・高坏・甑、黒色土器椀、須恵器甕・坏・坏蓋・壷．椀、須

恵器赤焼け土器片、移動式竃片、瓦器椀、砥石、鉄器片などが出土した。10世紀代である。

遺物（Fig12　PL．8）

須恵器．壺（43）　鹿部片である。現存高3．8cmを測るO　鹿部径は約10cmと思われる。高台は鹿

部端に貼り付け、外側に開いているO　休部の外面は回転へラ削りである。内面はヨコナデ調整、

鹿部は内外一面ナデ調整であるO　淡青灰色を呈す。胎土に細かい砂粒を少し含むO　焼成はややあ

まいO　須恵器の生焼けである。8世紀後半。
．

坏（44．45）　いずれも鹿部の端よりやや内側に高台がつく。44は断面形がコの字形を呈し、

45の高台は、外側に開く。調整は内外面ともヨコナデ調整で、44の鹿部、45の内鹿部はナデ調

整である。色調は44の内面は茶色、外面はくすんだ青灰色、45は暗青灰色を呈する。ともに胎

土に砂粒を含み、焼成は良好である。44・45は8世紀前半～8世紀中頃であるO

土師器．甕（47）　口縁部は内彗気味に直立し、肩部はなだらかであるO　長胴形の甕と思われ

るO　外面はナデ調整、内面は口綾部がナデ調整で、胴部がハヶ調整であるO　器厚は蒔く、胎土

には砂粒を含まないO　外面は淡い茶色、内面は淡－褐色を呈す。焼成は良好である。

甑（48）　把手部分で、長さ5cmを測る。断面形は不整円形を呈し、径は3・5－4cmを測るO　淡

い茶色～淡褐色を呈す。焼成は良好である。
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L＝8．513m

1．黒褐色粘土層

L＝8．52m

SDO6

L＝81988m

SDO6土層名称

黒色粘質土
黒灰色砂質土
黒灰色砂質土
黄褐色粘土

黄褐色粘質土（黒色土ブロック含む）

L＝8．258m

SDlO土層名称　　　　　　　　　　SDlOA土層名称

床土
黒色土
黄褐色粘質土（炭．砂含む）

黒褐色粘質土（土器混入）

1・黒色粘質土
2．暗茶褐色粘質土
3・暗茶褐色粘質土（白色粘土少量混入）

Fig．11溝SDO3・0610土層実測図（縮尺1／40）

3 ⊆

0　　　　　　　　　　　　　10cm
工一一一一一口．　　　一一．二三　　　　一　＼＿

51

Fig．12　溝SDO3出土遺物実測図（縮尺1／3）

－19－

SDlOB土層名称

1・黒色粘質土
2・暗茶褐色粘質土



皿（46）　口径10cm、鹿部径4cm、器高1．3cmを測るO　鹿部はヘラ切りである。口綾部は緩やか

に外反する。調整は内外面ともナデ調整である。淡い茶色を呈す。胎土に砂粒をわずかに含む。

焼成はややあまい。11世紀代の所産であるO

黒色土器・椀（50）　黒色土器のA類であるO鹿部径8cm、現存高4cmを測る。休部は丸味をも

っているO　高台は薄く、やや外反し、先端部は丸い。内面は黒色にいぶしを施した後、不特定

方向のヘラミガミを行う。外面はナデ調整である。内面は黒色、外面は二次火を受け淡茶褐色

である。胎土にほとんど砂粒を含まず、焼成は良好である。10世紀。

瓦器・椀（49）　鹿部径5．6cm、現存高1．6cmを測る。高台の断面形は不整三角形で、丸みを帯

びる。灰色を呈するが、部分的に黒色であるO　胎土に砂粒を含む。焼成は良好である。13世紀

頃O

石製晶・砥石（51）　長方形を呈しているが、大部分を破損している。現存長8．1cm、幅3．3cm、

厚さ2．5cmを測る。A面と片方の側面を砥面として利用する。粘板岩製O

磨石（52）破片である。現存長8・4cm、現存幅7・4cm、現存厚1・4cmを測る。整地層出土の石器

279と接合した。279は剥離面を叩き石として利用しているが、52は自然面のままである。安山

岩製。

SDO4（PL．1）

溝SD03に平行してほぼ南北方向に伸びる細長い溝である。SD03と北端部で接合する。全長19

m、幅60cm、深さ20cm前後を測るO　弥生式土器片、土師器片、須恵器坏蓋が出土した。古墳時

代後期と考えられる。

SDO5（PL．1）

調査区の北東端で検出した。北東方向に主軸をとる溝であるが、溝の北端部が調査区外とな

るため全長は不明であるO　現存長9m、幅60cm、深さ20cm前後を測るO　北側は徐々に深くなる。

土師器片が出土した。古墳時代前期と思われる。

SDO6（Fig．11PL・2）

北側調査区の西側壁に沿って検出した。現存長25m、幅1．2m、深さ20cm前後を測る。溝の大

半は調査区外であるため全長は不明である。既に上部は著しく削平されており、溝の鹿部のみ

が遺存していた。溝の覆土は上部が黒色粘質土、下部が黒灰色砂質土で、黄褐色粘質土が混入

するO　遺物は豊富で、縄文式土器甕、弥生式土器の甕．椀・鉢・長頸壷、土師器甕．小型丸底

壺・二重口縁壷．支脚．高坏．甑、紡錘車状土製品、紡錘車、砥石、石庖丁、軽石、黒曜石片

などが出土した。古墳時代前期。

遺物（Fig．13－15　PL．8）

縄文式土器・甕（53）　口綾部外面に刻目突帯を貼り付ける。内面はヨコナデ調整である。内

面は明褐色、外－側は淡い茶色を呈す。焼成は良好。縄文時代晩期。
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Fig・13　溝SDO6出土遺物実測図①（縮尺1／3）
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Fig．14　溝SDO6出土遺物実測図②（縮尺1／3・1／4）

弥生式土器・甕（54－57）　54・55は鹿部片で、ともに約1／3ほどの破片である。54は鹿部

径7．0cm、現存高5．7cmを測る。鹿部はわずかに上げ底である。55は鹿部径6・8cm、現存高8．6cm

を測るO　鹿部は上げ底である。色調は54が淡茶褐色、55が褐色を呈し、ともに胎土に砂粒を多

く含む。焼成は良好O　弥生時代中期。56．57は逆L字型の口綾部をもつ小型の甕である。57は外一

面にタテハヶ調整が施される。56は淡い茶色を呈し、口縁部に窯斑があるO　胎土には砂粒を含

む。焼成は良好0　57は茶褐色を呈し、胎土に細かい砂を多く含むO　焼成はやや不良である。弥

生時代中期後半。

脚付土器（58．59）　鉢形土器の脚部片と思われる。裾部は強く外へ開く。58は鹿部径5・7cm、

現存高2．9cmを測る。内外一面はナデ調整である。茶褐色を呈し、胎土に砂粒を多く含む。59は胎
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土にわずかに砂粒を含む。焼成は堅緻である。

鉢（60）　現存高10．7cmを測るO休部は丸みを持ち、言綾部が内傾する。磨滅が著しく調整は

不明瞭であるが、口縁部外面はナデ調整、内面下位はハヶ調整が残る。赤褐色を呈し、胎土に

砂粒を多く含む。焼成は不良である。

壺（61－63）　61は壺の肩部片で、頸部に突帯を貼り付け、刻目を施す。内外面ともナデ調整

である。外面は明赤褐色、内面は淡茶褐色を呈し、胎土に細かい砂粒を多く含む。焼成は良好。

62は長頸壺である。頸部、及び口縁部を欠く。現存高10．2cm、最大径15cmを測るO休部は扁球

形をなす。鹿部はわずかに底を形成するが、尖底気味で自立できないO鹿部から1／3程のと

ころに径5mmの穿孔がある。焼成前の穿孔である。外面は上位と下位がタテハヶ調整、中位が

ヨコ方向のヘラミガキで、部分的に丹塗りの痕跡がみられる。内面は上位と下位がナデ調整、

中位がヨコハヶ調整であるO全体的に丁寧なつくりであるO淡茶褐色を呈すO休部下位に大き

な黒斑がみられる。胎土に砂粒を含む。焼成は良好であるO　弥生時代終末である。63は鹿部片

で、現存高4・6cmを測るO丸底を呈し、内底面の器壁は厚い。外面はハヶ調整、内面は鹿部から

放射状にタテハヶ調整を施す。外面は淡茶褐色で、鹿部に黒斑がみられる。内面は明赤褐色を

呈す。焼成は良好である。

土師器．壷（64－67）　64．65は口縁部である。64は口径15．8cm、現存高6・8cm、65は口径16・6

cm、現存高10．6cmを測る。64の口綾部は大きく外反する。口縁端部は薄く、丸みをもたせて仕

上げる。65は内彎気味に立ち上がり、端部は強く外反する。口縁端部は厚みをもち、平坦に仕

上げる。64の外面はナデ調整で、口綾部にタテハヶ調整が施されるO　内面はナデ調整である。

65の外一面はタテハヶ調整、内面がヨコハヶ調整、言縁端部は内外面ともにナデ調整であるO　色

調は64の外面が淡褐色、内面が黒灰色、65は明赤茶色を呈する。ともに胎土に砂粒を多く含む。

焼成は64が堅赦、65がややあまい。66．67は二重口縁壷である。66は口径15．3cm、現存高8cm

を測る。言縁部はわずかに外一に開く。67は口径19・8cm、現存高11．3cmを測る。口綾部はほぼ直

立する°　外面の段は強い稜をもつ。67は肩部に径4－5mmの円形の刺突文を施す。66は淡褐色、

67は茶褐色を呈する066は胎土にあまり砂粒を含まない。焼成はともに良好である。古墳時代

前期。64－67は3世紀後半～4世紀前半と思われる。

甕（68－73）　68は大型の甕であるO現存高27cmを測る。頸部と胴部に突帯を貼り付ける。頸

部の突帯は低い台形で、貝殻による刻目を施こす。胴部の突帯は扁平な帯状である。口綾部は

ゆるやかに外反し、やや内奪する。口縁端部は平坦に仕上げ、突帯部と同じ刻目を施こす。休

部の内外面はハヶ調整である。明茶褐色～淡い茶色を呈し、黒斑がみられる。胎土に大粒の砂

を含む。焼成はややあまい。69は土師器の胴部片である。須恵器の土器製作技術をもって作ら

れた土器であるO　外面は平行タタキ、内面はヘラ削り調整である。茶褐色を呈し、黒斑が一部

にみられる。胎土は砂粒を多く含む。70は口径15．4cm、現存高5・5cmを測る。言綾部は内彎気味
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に立ち上がり、強く外反する。口縁端部は丸く仕上げる。言縁部外面はヨコ方向のナデ調整で、

部分的にハヶ調整の痕跡がみられる。休部外面はタテハヶ調整である。色調は外面が黒色、内

面が淡い茶褐色を呈する。胎土に砂粒を含む。焼成は良好。71は現存長5・8cmを測る。外面は休

部が平行タタキで、頸部はタテハヶ調整、内面は休部がタテハヶ調整で、頸部はナデ調整であ

る。外面は明茶褐色、内面は黒色を呈する。胎土には砂粒を多く含む。焼成は良好である。72

は口径10．8cm、器高11・1cm、最大径14．3cmを測る。口綾部はやや内考気味に立ち上がり、頸部

内面には稜を持つ。全体的に薄手のつくりで、休部はやや扁平な球体を形成する。内外面とも

に丁寧なナデ調整で、内面には部分的にハヶ調整を施す。外面は淡い茶色、内面は明褐色を呈

す。胎土に少し砂粒を含む。焼成は良好である。73は現存高5．7cmを測る。口縁部は外反し、口

縁端部は丸味をおびる。休部外面は平行タタキ、内面はナデ調整、言縁部は内外面ともヨコナ

デ調整である。茶色を呈し、一部に黒斑がある。68－73は3世紀末～4世紀前半頃と思われる。

器台（74）小型の器台で、口径9．1cm、底径11．1cm、器高7・5cmを測る。坏部の言縁部は真直

ぐに立ち上がる。脚部は内考気味に大きく開く。脚部には径9mmの穴が四ヶ所あるO外面にハ

ヶ調整がみられる。器厚は薄く、胎土の砂粒は少ない。淡褐色を呈すO焼成はあまい。

小型丸底壷（75・77．78・79）75は口縁部を欠く。現存高8．1cm、最大径12。mを測り、最大径

は上位にある。鹿部はやや平底気味である。外面は上位がヨコハヶ、下位がタテハヶ調整で、

内面はヘラヶズリであるO淡褐色を呈すO胎土に砂粒はほとんど含まない。焼成はややあまい。

78は現存高5・2cmを測る。言綾部は高く、内等気味に開くO外面はヘラ磨き調整である。色調は

淡褐色。77は口縁部を欠くO鹿部は尖り気味で、肩が張る。現存高6・3。㎡。外面は粗いナデ調

整、内面は口縁部のみナデ調整である。内外面ともに指圧痕が残る。褐色を呈す。焼成はやや

軟。79は現存高5．4cmを測る。口縁部は短く、内考気味に開く。外面はヘラ磨き調整、内面はハ

ヶ調整である。78が淡赤褐色である。78．79の胎土は精良で、焼成は良好である。4世紀前半O

小型壺（76）　ミニチュア土器である。口綾部の大部分を欠く。頸部径3．2。m、器高6・1。㎡を測

る。口綾部は短く立ち上がる。鹿部には4mm程の厚さで、径3cmの大きさに粘土を貼り付ける。

外面は部分的にタテハヶ調整がみられるが、大部分は丁寧なナデ調整である。胎土には砂粒を

含まない。淡茶褐色で、大部分を異姓が占める。焼成は良好。

土製晶（80）ほぼ円形で、径約4・2cm、厚さ1・9cmを測る。側辺の相対する位置に1．5－2mmの

小孔が2つ貫通しているO孔は一方から穿孔されるO片面にのみ土製品中央部に径6mm、深さ

3mmの窪みを有するが、貫通していない。黒灰色～茶褐色を呈し、胎土には細かい砂粒を含む。

焼成は良好。

石製晶．石剣（81）未成品であるO現存長8．4cm、最大幅5・6cm、最大厚7．5cmを測る。先端と

基部を欠いているO扁平な石材を用い、両側面から調整剥離を行い、整形している。研磨は施

こしていない。玄武岩製である。
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砥石（82）現存長9．8cm、現存幅7．6cm、最大厚8．7cmを測るO断面形が方形を呈し、一部欠損

する。上面を砥面として利用する。側面にも一部研磨の痕跡がある。側面はきれいに面取りを

する。硬質砂岩製O

SDO7（Fig．3　PL．1．3）

旧河川状を呈しているO長さ約37m、最大幅10m、最小幅約3m、深さ約50cmを測る。溝は

コの字形を呈しているが、南側の調査区境界地に位置するため全体形は不明である。溝の形は

一見周溝のようにも見え、方形周溝墓の可能性もある。溝の内側からは浅いピットが4個の他、

黄灰色の粘質土が中央部に分布していた。溝の堆積土は単純で、粘質の強い真黒色土である。

溝を掘り込んでいる層はシルト層で、溝の鹿部は砂質土に達しているため湧水が著しい。

遺物は土師器片が少し出土したのみである。古墳時代前期と思われる。

SDO8（Fig．3　PL．1）

現存長1．5m、幅20cmを測り、東西方向の小溝である。遺物の出土はない。

SDO9（Fig－3　PL．1）

現存長2．9m、幅1．4m、深さ10cm前後を測る溝で、東西方向に伸びる。西端をSD03に切られ

る。土師器高坏、須恵器の大甕などが出土した。古墳時代後期。

SD10（Fig．ii PL・4）

主軸をほぼ南北にとる溝で、北端及び南端は調査区城外のため全長は不明である。溝SD03．

SDll．土壙SK35を切る。現存長18m、幅1．3mを測る。深さは北側で約40cm、南側は約10cmを

測り、北側に向かって深くなる。断面形は逆梯形状である。鹿部は水平で、幅は40－50cmを測

る。覆土の上部は黒色粘質土で、下部は暗い茶褐色粘質土であり、わずかにシルトが混入する。

遺物は多く、弥生式土器甕、土師器甕・二重言縁壷．長頸壷．高坏・坏・鉢．椀．甑、須恵器

甕・坏・坏蓋．餓・壷、平瓦．丸瓦、砥石などが出土した。10世紀代である。

遺物（Fig．1617　PL．8）

土師器．壺（83）　二重言縁壺の口綾部である。口径19・2cm、現存高3・1cmを測る。口縁部は強

い段をもち、外方に開く。内外面ともナデ調整である。茶褐色を呈する。胎土に砂粒は含まな

い。焼成は良好。搬入土器である。3世紀後半。

甕（95）　くの字形の口綾部片で、現存高7・4cmを測る。内面はヘラ削り、外面はタテハヶ調整

であるO　口縁部は内外面ともナデ調整である。外面の頸部に指圧痕が残る。淡褐色を呈す。胎

土に砂粒を多く含む。焼成はややあまい。

甑（96－99）　4点とも把手である。96は長さ6cm、幅5．3cm、厚さ2・7cmを測る。断面形は扁

平楕円形を呈するO明褐色を呈す。97は長さ5．3cm、幅3．5cm、厚さ2．5cmを測る。先端部は強く

跳ね上がる。赤褐色を呈す098は長さ5．2cm、径3．5cmを測る。断面形が不整楕円形で、先端部

は尖る。淡茶褐色を呈する。99は断面形が不整円形で、長さ5．8cm、径4・5cmを測る。淡い茶色
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を呈する。黒斑がみられる。調整は4点ともナデ調整で、97．98は丁寧なナデである。97は胎

土に木目の細かい砂粒を多く含む。焼成は4点とも良好である。

椀（90）高台径6cm、器高2．6cmを測る。高台は高く、外傾する。先端は丸く仕上げる。内外

面ともナデ調整で、淡褐色を呈する。胎土には砂粒をわずかに含む。焼成はややあまい。10世

紀。

須恵器・坏蓋（84．85）　言縁端部を欠く。現存高3．5cmを測る。天井部はヘラヶズリである。

天井部と口綾部との境は丸みを帯びる。内面は不整方向のナデ調整、口綾部は内外面ともヨコ

ナデ調整である。灰白色を呈するO胎土に砂粒を含むO焼成は不良。生焼けである。85は口径

9．6cm、器高2・6cmを測る。鹿部と休部の境に稜をもち、休部は丸みをもつ。口縁部内面のかえ

しは内傾し、端部は外反する。内面は鹿部がナデ調整、休部はヨコナデ調整である。外面は磨

滅している。青灰色を呈する。焼成良好。6世紀後半。

坏身（86・87）86は器高3・4cmを測る。休部は内彎気味に立ち上がり、言縁端部は短く外反す

る。底吉田ま内外面ともナデ調整、休部は内外面ともヨコナデ調整である。胎土には木目の細か

い砂を含む。青灰色を呈す。焼成はややあまい087は高台径9cm、現存高1・3cmを測る。高台は

低く、鹿部の端より少し内側につく。断面形は台形状を呈す。内鹿部はナデ調整、外面はヨコ

ナデ調整－である。二次火を受け茶色を呈する。胎土には砂粒を少し含む。焼成は良好。

壺（88．89）　88は口綾部片である。現存高4cmを測る。言縁部外面に三角突帯を有する。内

外面ともナデ調整であるO茶色、又は暗い灰褐色を呈す。胎土には砂粒を少し含む。焼成は良

好。89は口縁部と鹿部を欠くO肩が強く張り、長頸壷と考えられる。現存長10cmを測る。外面

上位はヨコナデ調整で、部分的に不整方向のナデ調整が施される。暗灰色を呈す。胎土には砂

粒を少し含む。焼成は良好である。8世紀前半と思われる。

甕（91－94）　91・92は肩部、93は胴部片である092の外面は格子目タタキ、内面は青海波の

当て具痕である。91の外面は格子目タタキで、その後には頸部にカキ目を施す。内面は青海波

タタキ痕である。93の外面は格子目タタキ、内面は同心円の当て具痕である091は灰緑色、92

は茶灰色、93は青灰色を呈す。94は大甕である。復原高94cm、復原最大径100cm、頸部内径40．8

cmを測るO外面は格子目タタキ、内面は同心円の当て具痕である。黄灰色を呈し、生焼けであ

る。

瓦揖・丸瓦（100・101）100は丸瓦片であるO高さ6・7cm、弧深4・7cm、厚さ2・8cmを測る。内

面は粗い布目痕が残る。灰白色を呈すO焼成はあまい。101は須恵質の瓦であるO　高さ6・9cm、

弧深5．2cm、厚さ1．7cmを測る。外面は横方向のヘラナデ調整、内面は細かい布目痕が残る。青

灰色を呈すO　胎土に砂粒を少し合一む。焼成は良好。

石製晶・砥石（102）　方柱状を呈し、現存長10．2cm、幅3．3cm、厚さ2．7cmを測る。小言と4面

を面取りしており、A面、及びB面を砥面として利用する。粒子の粗い砂岩製である。
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Fig．17　溝SDlO．11出土遺物実測図（縮尺1／3）

SD口（Fig・3　PL．1）

SD09とほぼ並行する東西方向の溝で、溝SD03、及びSDlOに切られる。現存長4・4m、幅1

m、深さ20cmを測るO遺物の量は少なく、弥生式土器片、土師器片、須恵器坏蓋などが出土し

た。古墳時代後期。

遺物（Fig．17）

弥生式土器・甕（103）　鹿部径6cm、現存高3．5cmを測る。鹿部は上げ底であるO内外面とも

にナデ調整である。胎土に砂粒を多く含む。淡褐色を呈する。焼成は良好。弥生時代中期。

（4）ピット（SP）及び土遺物
SPO2－SP32（Fig・18）

調査区の北東側が削平を受けていたこと又、南西側は遺構検出のため整地層を除去し、地山

面で遺構確認作業を行ったためピットの遺存状態は悪い。南西側では掘立柱建物の柱穴と考え

られる直径30－80cm大のピットが分布している他、溝SD06の北側には樹状の柱列が認められ
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る。北東側は井戸SEOlを中心にして径15－30cmを測るピットが不規則に分布しているO

遺物（Fig．18）

土師器・高坏（104）高坏の坏部である。外面の鹿部と口縁部の境に段をもち、口縁部はゆる

やかに外反するO調整は外面がタテハヶ調整の後ナデ仕上げ、口綾部はヨコナデ調整、内面は

ヨコハヶ調整の後ナデである。明茶褐色を呈し、焼成は堅敵であるO胎土に細かい砂粒を少し

含む。3世紀後半O SP2からの出土0105・106は土師器高坏の脚部で、同一固体の可能性があ

る。口縁端部は平坦に仕上げるOともに外面はタテハヶ調整、内面はヨコハヶ調整を施す。105

は外面が淡茶褐色で、一部黒斑がある。内面は茶色である。106は外面が暗褐色、内面が茶褐色

を呈す。焼成はともに堅緻で、胎土にわずかに砂粒を含む。SP3からの出土。

須恵器・坏（107）坏身片である。口径は約12．5cmで、休部は扁平気味であるO立ちあがりは

先端を欠くが、比較的短く、内傾すると思われる。受部は屈曲して外方へ張り出す。休部外面

の2／3が右回りの回転へラ削りで、口縁部と内面はヨコナデ調整で、鹿部はナデであるO青灰色

を呈す。焼成は良好。胎土に大粒の砂が少し含まれる。6世紀中頃。SP17から出土O

甕（108）休部片である。内面は青海波のタタキ、外面は格子目のタタキの後、部分的にナデ

仕上げである。色調は内面が淡い紫色、外面が青緑色であるOSP5から出土。110－112は須恵器

甕の破片。調整は110の内面が青海波のタタキ、外面は格子目タタキの後部分的にカキ目を施

す。111の内面は同心円のタタキ、外面は格子目タタキの後ヨコナデ調整0112の内面は同心円

のタタキ、外面は格子目タタキである。、色調は110の内面が灰色、外面が淡青灰色、111の内面

が灰色、外面が淡い茶色、112は青灰色である0113は須恵器の生焼けで、内面は青海波のタタ

キ、外面は格子目タタキを施す。茶色を呈す。焼成はあまい。いずれもSP28から出土した。

鞴羽口（109）羽口片である。現存長8cmを測るO推定直径は6cm位である。色調は淡茶褐色

を呈し、胎土に砂粒を多く含む。焼成は不良。SP22からの出土O

土師器・鉢（114）鉢形土器の口縁部と思われるO灰白色を呈し、胎土に砂粒を多く含むO焼

成は不良である。内外面ともナデ調整である。

甑（115）甑の把手であるO断面形は不整楕円形を呈し、茶色である。胎土に砂粒を多く含む。

焼成は良好であるO SP28から出土。

瓦顆・丸瓦（116）厚さ2cmを測る。谷部には布目痕が残るO淡青灰色を呈すO焼成は良好で

ある。SP28から出土O

石製晶・磨製石斧（117）末成品であるO現存長6．4cm、幅5cm、厚さ1．2cmを測る。基部を欠

く。両側辺、及び刃部に剥離整形痕が残る。片面は研磨されていることから、磨製石斧の破損

品を再加工しているものであろう。安山岩製。SP32からの出土である。
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（5）整地層及び出土遺物（Fig．19－28　PL・8－10）
第3章の2・の土層の項で述べたように、調査区の南西側には第III層の黒褐色粘質土が堆積を

しており、深さは約50－120cmを測る。特に溝SD06の位置する地域は、旧地形においては浅い谷

の谷頭付近に相当しているため、黒褐色粘質土は約120cmの厚さがある。黒褐色粘質土内には縄

文時代から鎌倉時代までの遺物を含み、特に奈良．平安時代の土師器、須恵器が多量に出土し

た。これらの土器の出土状態から第III層は整地層を形成しているものと考えられる。但し、上

面において遺構の検出を試みたが、明確に遺構を色別することができず、止むなく地山の第IV

層黄褐色シルト質層の上面まで掘削した。鎌倉時代の遺物には中国の白磁、青磁片が数点出土

しているが、これらは整地層内に掘り込まれた遺構（柱穴）に含まれていたものと推定できる。
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Fig．l9　整地層出土遺物実測図①（縮尺1／3）
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第III屑の黒褐色粘質土が形成された時期は須恵器の壺形土器などにより、8世紀後半から9世

紀前半と考えられる。

縄文式土器．蓋（118）　っまみの部分で、端部が強く張り出している。上部径5．7cm、現存高

2．9cmを測る。上面は横方向のナデ調整を施す。

甕（121．124）いずれも平底で、端部が強く張り出し、円盤貼付状を呈すO鹿部径は124が5．6

cm、12ⅰは5．9cmを測るO

弥生式土器．壺（119・123・127．132・133）119．123．127は鹿部片で、119は弥生時代終末

期、123127は弥生時代後期と思われる。132．133は胴部片であるO頸部に突帯を貼り付け、

刻目を入れるO　弥生時代後期。

甕（120．122．125．126）120．122は平底、125．126は上げ底気味である。いずれも内外面

は磨滅している。弥生時代中期と思われる。

台付土器（129．130．131）　脚部は外開きで、脚端部は丸みをもっているO底径12．2cm、現存

高5．8cmを測る。外面には指圧痕がみられる。筒部は外面がナデ調整、内面はヨコハヶ調整であ

る。淡茶褐色を呈す。130は接合部分の破片である。内面にハヶ調整を施す。131は黄土色を呈

す。内外面とも丁寧なナデ調整を施す。胎土は良質である。弥生時代後期。

器台（128）128は現存高5cmを測る。口綾部が強く内側へ巻き込むO器厚が厚く、頸部では

1．7cmを測る。外面にはハヶ調整とナデ調整、内面はハヶ調整を施す。内外面に赤色顔料の痕跡

がみられる。赤褐色を呈す。

支脚（134．135）134は沓形支脚で、上端部の一端を強くつまみ出して沓形を形成する。135

の外面は丁寧なナデ調整であるO

土師器．高坏（136－149）136．140．143の筒部は直線的に伸び、裾部は外反する0136は裾

部との屈曲部に径1cmを測る穿孔を3ヶ所に設ける。137－139は筒部の中程が膨らみ、裾部は

外反する0139は屈曲部に径1cm程の穿孔がある。141は薄手の作りである0142は底径11。m、現

存高5．7cmを測る。筒部は緩やかに開き、裾部はラッパ状に広がる。屈曲部に径8mmの穿孔があ

る。145の脚部は大きく開くO　内面の中心部に径6mmの窪みがみられる。146は小型の高坏であ

る0147は底径9・2cm、現存高3．6cmを測る。裾部は大きく直線状に開き、先端部は短く屈曲す

るO　断面形は三角形を呈す。148は底径6．8cm、現存高7・Ocmを測る。筒部の中程がやや膨らみ、

裾部先端は短く内側に屈曲するO外面調整は136．142がハヶ調整、他はナデ調整である。内面

は145がハヶ調整で、他はナデ調整である。136．139・144・146は胎土に砂粒を含む。142・145

の胎土は精良であるO焼成は136．137139・146・147が軟質で、他は良好である。145は堅級

である0136は淡赤褐色、137・139．140．144は淡い黄土色、138・143．145は淡褐色、141は淡

赤褐色、142・146．148は茶褐色、147は明茶褐色を呈する。149は脚部で、底径10．5cm、現存高

7．3cmを測る。外面はハヶ調整の後にナデ調整を施すO　内面にはハヶ調整を施す。外面は明褐
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色、内面は黒色を呈するO

壷（150）鹿部片である。小さな鹿部をもち、底径1．6cmを測る。淡い黄土色を呈す。

甕（151－153・155）151～153は器厚が厚く、くの字形に外反する言縁部である。3点とも内

面はヨコ方向のヘラ削りで、152と153は外面にタテハヶ調整を施す。152の外面には指圧痕が残

る。151は淡い茶色、152は外面が黒色、内面が淡い茶色、153は外面が淡茶褐色、内面が淡褐色

を呈する。155は現存高6・7cmを測る。口縁部はわずかに外反する。内面はヘラ削り、外面はハ

ヶ調整を施す。胎土に細かい砂粒を多く含む。

鉢（154）現存高6・3cmを測る。口縁端部は丸みをもち、ヘラによる刻目を施す。内面はヨコ

ハヶ調整を施す。焼成はあまく、茶褐色を呈す。

甑（156－159．250．251．263）156～159は把手である。156は先端が尖る。157は細長い作り

で、先端は尖る。159は断面形が扁平楕円形である。156－158は貼り付けである0156は赤褐色、

157は茶褐色～黒灰色、158は淡い茶色、159は淡い黄土色を呈する。250．251．263は鹿部片で

ある。250は現存高4．6cmを測り、底を抜いている。外面はタテハヶ調整、内面はタテ方向のヘ

ラ削りである。淡茶褐色を呈す。焼成はあまい。6世紀前半。251．263は甑の底板で、十字形

に作られていたものと考えられる。現存長5cmを測る。．明赤褐色を呈す。焼成は良好である。

263は現存長5．8cmを測る。

皿（213）底径6．6cm、器高9・5mmを測る。糸切り底である。休部はわずかに外反する。休部か

ら内鹿部までヨコナデ調整である。茶褐色を呈する。

士不（214）　口径16．2cm、高台径12．0cm、器高4．1cmを測る。高台は高く、断面形が細い三角形

を呈し、外傾する。茶色を呈する。焼成はやや不良である。内外面は磨滅しているO

移動式竃（252・253）鍔の部分に相当する。252は高さ5・3cm、253は高さ8・6cmを測る。いず

れも外面はナデ調整であるO　淡茶褐色を呈する。

須恵器・坏蓋（160－183）160－162は口径11・8－13．8cm、器高3．6－4．4cmを測る。160と161

は天井部の1／2が右回りの回転へラ削り、162は2／3が左回りのヘラ削りである。口縁端部は

丸く仕上げる。162は器壁が厚く、最大厚1・2cmを測る。天井部は丸みをもち、休部との境は明

瞭ではない0164－173は口径8－11．5cm、器高1．7－3・0cmを測る。164．165－168は言綾部の内

側にかえりをもつ。165のかえりは長い。168の口縁端部は薄く、尖っている。164．166．172．

173は天井部にⅩ印の、163は休部外面にM印のヘラ記号がみられる。174－179は口径12・5～15．0

cm、器高1．3－2．9。mを測る0177は完形品である。174．176・177．180は擬宝珠形の扁平なつま

みをもつ。177のつまみ頂部は尖る。174－176．180の口縁端部は内側へ折り返す。175は休部に

丸みをもつ。177は天井部と休部の境が明瞭である。175・176．179は天井部外面に右回りの回

転へラ削りを施す。179．181．183は口径17．8－25．2cm、器高2・1－2・2cmを測る。179は擬宝珠

形のつまみを有する0181．182の言縁端部は平坦に形成する。183の口縁端部は屈曲し、短く外
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Fig．23　整地層出土遺物実測図⑤（縮尺1／3）

反する。175・176．179－183の天井部は右回りの回転へラ削りである。177は生焼け、170は赤

焼け土器である。160－162・164は6世紀後半頃、163・165－173は7世紀頃、174－183は8世

紀前半～中頃と思われる。

坏身（184－210）184－207は高台をもつ。208－210は高台をもたない。184・192・194・202

は鹿部と休部の境が明瞭であるが、他は丸みを帯びる0200は休部の立ち上がりが強く、器高が

高い。ほぼ完形で、口径9．2cm、高台径6．3cm、器高4．3cmを測るO休部は内外面ともヨコナデ調

整、内鹿部は不整方向のナデ調整である。鹿部はヘラ起こし妄言云こ含i0は大型の坏で、口径15．5

cm、底径11．0cm、器高5・5cmを測るO　休部と鹿部の境はヘラ削りで、丸く仕上げる。190．191・

199は鹿部にヘラ記号をもつ。188・190・197・211は生焼けである。全て8世紀の所産と考えら

れる。
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Fig－24　整地層出土遺物実測図⑥（縮尺1／3）

皿（212）　休部は外反する。内外面はヨコナデ調整で、口径15．2cm、底径12・0cm、器高2．0cm

を測る。生焼けである0　8世紀後半～9世紀前半。

椀（208）　小さな鹿部をもち、底径4．4cmを測るO　鹿部は厚く仕上げる。東播系の須恵器であ

ろうか。
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Fig．25　整地層出土遺物実測図⑦（縮尺1／3）
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高坏（215－225）　217・221・223は脚部、その他は箇部の破片である。222は長頸壺の頸部の

可能性がある。217．221・223は大きく開く裾部で、217・221の端部は下方につまみ出してい

る。225の脚部は低く、大きく外に開く。215は坏部の外面にカキ目を、219は筒部外面にカキ目

を施す。222は筒部中位に沈線を施す。調整は全て内外面ともにヨコナデ調整である。221．225

は生焼けである。215－217・219－221・223．224は6－7世紀、218．222．225は8世紀と思われる。

鉢（226）鹿部端をつまみ出している。底径7・0cm、現存高3．9cmを測る。鹿部はヘラ削り、休

部は内外面ともヨコナデ調整である。9世紀頃。

壷（227－229．232・235・236）227は直言壷の口綾部、228．229．236は鹿部、232は広口壺

の口綾部片である。235は小型壺の口綾部である。232は器台の脚部の可能性がある。228は高台

径12．7cm、229は高台径10．2cmを測る。高台は鹿部の端につく。228は休部の立ち上がりが丸み

をもち、緩やかに外反するO内外面ともにヨコナデ調整、228の内鹿部は不整方向のナデ調整で

ある。232は外面に3条の沈線を施す。236の外面には格子目タタキが施される。236は生焼けで

ある。232．235は6世紀後半、その他は8世紀後半～9世紀前半と思われる。

甕（230．231・233．234・237．238．240－249）　230．233・234は言綾部、231は鹿部、237は

頸部、238は休部片である。230は口径15．6cmを測る。言縁端部は丸く仕上げる。231の外面は粗

いへラ削りで、未調整であるO鹿部にヘラ記号がみられる0237は休部内面に同心円タタキ、外

面に平行タタキを施す。口縁部は内外面ともヨコナデ調整である。238は内面に青海波タタキと

平行タタキ、外面が平行タタキである。

甑（239）把手の部分であるO断面形は扁平な楕円形状を呈し、長さ4．6cm、幅4．2。m、厚さ2．1

cmを測る。部分的にナデ調整である。粗い作りであるO

白磁．皿（254）　底径4．0cm、現存高1・6cmを測る。灰色を帯びた透明釉がかかる。鹿部は露胎

である。内底面に草花文のヘラ彫りを施す。外面には貫入がみられる。胎土は淡い茶色を呈すO

椀（256－258）　256は高台径6．4cmを測る。外面は露胎である。内面は淡い茶色を帯びた透明

釉がかかる。貫入がみられる。257は高台径4・6cmを測る。内面、及び畳付は露胎、外面、及び

鹿部には青みをもった透明釉がかかる0258は高台径5・9cmを測る。高台は高く、Ⅴ類である。

釉は茶色に汚れた透明釉である。鹿部、及び高台は露胎である。貫入がみられる。

青磁・皿（255）　底径4・0cm、現存高1．5cmを測る。鹿部は露胎である。内面と休部外面には緑

色を帯びた釉がかかるO外面には貫入がみられる。内鹿部にヘラ片彫の雲文と櫛描文がみられ

る。龍泉窯系と思われる。

黒色土器・椀（259．261）　259は黒色土器A類である。高台径8．7cm、現存高2．1cmを測る。内

面は黒色、外面は淡茶褐色を呈する010世紀頃。261は黒色土器B類である。現存高1・5cmを測

る。内外面とも黒色にいぶしを施す。

瓦質土器・鉢（260）　口縁部の内側に低い三角形の突帯を設けるO　内外面は磨滅している。

－41－



一一二．

10cm

1

1

1

1

－

1

－

－

1

Ⅰ

／

Ⅰ

／

－

＼一＼＼忘巨藷／

－

／／ンー＼、　了ミ＼、

＼＼＼こ＼、
＼＼

＼

一一〆一一一、－、、

／／／／′　＼

一一一i L＿＿ノー

＼　　　　－，－‾‾－

＼

＼

＼

＼＼ご＼、－ノノ　、＼＿ノ
＼＼　　　　　　　　　／

＼一一一＿一一一一ノ

＼　＼
＼　＼

〓
1
1
二

Fig．26　整地層出土遺物実測図⑧（縮尺1／3）

－42－

／／／／／／
／　　／

／
／

251



10cm
5　　　　　　　　．　　　　－　　－！

Fig．27　整地層出土瓦類実測図（縮尺1／3）

土肺質土器．摺鉢（262）　口縁部片で、端部を肥厚させる。現存高4．6cmを測る。内面に5本

単位の下し目がみられる。外面はナデ調整であるO

製鉄関係遺物（264－266）　いずれも先端・基部を欠くため全長は不明。丸みをもった方柱状

を呈しており、全面に指頭圧痕が残る。現存長は264が11・5cm、265が5・7cm、266が6．6cmを測

る。外面はナデ調整である。

鉄製品・釘（267）　頭部と先端を欠く。断面形は円形である。現存長3．8cm、断面の径4mmを
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測る。銹化が著しい。

瓦類．丸瓦（269－272）　269は高さ4・5cm、厚さ1．3cmを測る。谷部には布目痕が残る0270は

須恵質の瓦である。弧深5・0cm、厚さ1．7cmを測る。谷部は布目の上にハヶ調整を施す。271は厚

さ2．0cmを測る。谷部には布目痕が残る。272は厚さ1．6cmを測る。谷部は布目痕が残る。

平瓦（273－275）273は厚さ2．4cm、弧深1・8cmを測る。背部には縄目痕、谷部には指頭圧痕が

残る。274は須恵質の瓦である。厚さ1・8cmを測る。谷部には布目痕が残る。275は厚さ2．1cmを

測る。背部には布目痕が残る。

石製晶・石鍋（268）　石鍋片で、厚さ2．0cmを測る。外面のヶズリ痕は明瞭ではない。縦長の

耳が付く器形である。滑石製O

石斧（276．277）　276は太型蛤刃磨製石斧の再加工品である。現存長7・9cm、現存幅4・4cm、厚

さ4・4cmを測る。玄武岩製。277は刃部を欠き、現存長10・8cm、最大幅5・4cm、厚さ2．5cmを測る。

蛇紋岩製の磨製石斧である。

石錘（278）　現存長9．8cm、幅5．9cm、厚さ1・3cmを測る。四方に組掛りの挟入部を設けている。

蛇紋岩製。

叩き石（279）　現存長12．9cm、幅8・6cm、最大厚5・2cmを測る。A面．B面と右側面を叩き面と

して利用し、下端の小言を叩き石として利用する。SD03出土の擦り石と接合する。変成岩である。

石庖丁（280－282）　いずれも著しく破損している。282は現存長7．4cm、幅4．6cm、厚さ5mm、

孔径6mmを測る。281は現存長4．3cm、厚さ4．5mm、孔径5mmを測る。280は現存長7・9cm、幅5．8

cm、最大厚6mmを測る。280と282は粘板岩製である。

紡錘車（283）　径3．3cm、厚さ1．1cmを測る。中央に径8mmの穴があるO滑石製。

砥石（284・285）284は最大長16．8cm、最大幅15．5cm、最大厚3・1cmを測る。A面を砥面として

利用する。粘板岩製。285は最大長17．4cm、最大幅3．8cm、最大厚2．6cmを測る。4両を砥面とし

て利用する。粘板岩製であるO

青銅製晶．鏡（288）　直径3．6cm、厚さ1．0－1・5mmを測る。背面中央に径5mm、高さ3mmの紐

をもつ。背面に文様がある可能性があるが、腐食が著しく、且つ大きく破損しているため不明

である。

そのほか整地層からは鉄樺、国産陶器片、黒曜石片、焼土塊などが出土した。

（6）その他の遺物
石塔（286）五十川字上屋敷所在の進藤氏宅において採集したもので、五輪塔の空輸部であるO

下部に差し込みの茎子を作り出している。高さ17・6cm、最大径10・4cm、厚さ10．7cm、茎子の長

さ3・8cm、径5．4cmを測る。砂岩製である。
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第5章　まとめ
1．今回の調査では縄文時代から鎌倉時代までの遺構、及び遺物を検出することができたが、

特に整地屑から多量の奈良時代～平安時代の土師器．須恵器と共に布目瓦が出土したことは、

注目に値する。これらの遺構、及び遺物については以下のような時代ごとに大別することがで

きる。

第1期　縄文時代晩期

SK35が該当する。夜目式土器を伴う。

第2期　弥生時代

明確な遺構は確認できなかったが、SK33が該当するも思われる。出土した弥生式土器は

細片のため、時期は特定できない〇

第3期　古墳時代初頭（4世紀前半）

SD06が該当するO

第4期　古墳時代前期（4世紀～5世紀前半）

SKOl．SK31・SK37・SDO5・SD07が該当する。土師器を伴う。

第5期　古墳時代後期（6世紀後半）

SDOl．SDO4・SDO9．SDllが該当する。須恵器を伴う。

第6期　奈良時代～平安時代前期（8世紀中頃～9世紀前半）

SD30・SK38が該当する。

第7期　平安時代中期（10世紀）

SDO3・SDlOが該当する〇

第8期　平安時代末～鎌倉時代（11世紀末～12世紀代）

SE01が該当する。

このように五十川赤百道跡では縄文時代晩期から平安時代までの遺構が確認された。このほ

か、整地層から弥生時代前期、及び中期の土器片、中世の陶磁器・土師器．瓦器．土師質土器・

瓦質土器・石鍋などが出土しているが、これらに伴なう遺構は確認できなかった。隣接する第

2次調査では弥生時代前期の竪穴式住居跡、中世の溝跡．掘立柱建物跡が確認されているため

今一回の調査区にもその時代の遺構があった可能性はある。

2・SK38あるいは整地層から平瓦．丸瓦が出土した。これらは共伴の遺物により8世紀～9世

紀と推定されるO　周辺では五十川高木遺跡で出土例があり、これは12－13世紀と考えられてい

る。2次－調査では奈良時代の梁行3間×桁行5間で、側柱だけの掘立柱建物が検出されており、

この地域において瓦葺き建物の存在が十分に考えられる。建物の性格や五十川遺跡の位置付け

については今後の課題である。その他、周辺地城では三宅廃寺（7世紀後半～8世紀前半創
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建）、那珂遺跡群第22．23次調査地点（7世紀後半～末）、井尻B遺跡などで瓦が出土している。

3．第2次調査では古墳時代後期の住居跡から鉄樺が出土し、報告書も周辺地域に製鉄関連の

遺構のある可能性を示している。今回の調査では遺構は確認できなかったが、整地層内から製

鉄に関連して使われたと思われる土製品、及び鉄棒が出土した。

4・SK38からは碁石と思われる石製品が出土した。碁が日本に渡来したのは、8世紀頃といわ

れる。これまで太宰府市の五条遺跡から鎌倉時代の碁石、下関市の秋根遺跡から平安時代の碁

石、広島県葦戸千軒町遺跡第44次調査で14世紀の碁石が見つかっている。SK38は8世紀後半～9

世紀前半の遺構と考えられることから、もっとも古い出土例の一つと言える。瓦の出土と合わ

せて五十川遺跡には官衛的な建物かもしくは官吏の住居としての建物があった可能性がある。

5．前述したように五十川遺跡群ではこれまでに発掘調査例が少なかったこともあり、遺跡の

惟格は断片的にしか判らなかったが、今回の発掘調査結果、及び第2次調査の調査結果を考え

合わせると、その一端を垣間見ることができる。すなわち、五十川遺跡群の形成開始時期は縄

文時代晩期に始まるOこの時期は当該地の東方1・2kmに位置する板付遺跡において稲作が開始さ

れた時期に相当し、また、北約1kmの那珂遺跡群に環濠が作られた時期に合致する。弥生時代

には前期から後期までの遺物が出土しているが、遺構は少ないO本格的に居住が始まるのは古

墳時代の初頭、布留式土器に代表される時期である。SD06に続き、SKOl・SK31．SK37・SD06．

SD07などのように遺構の数が増加し始める。8－9世紀の須恵器、土師器、瓦の出土状況と掘

立柱建物の存在は五十川高木遺跡も含めてこの地域における拠点的な集落、叉は官衛的建物群

が周辺に存在したことを示している。

以上、五十川遺跡について概括したが、資料が少ないため今－後に課題を残した。五十川地区

はすでに宅地化が進み、それに伴い遺跡の破壊も進んでいると思われるが、今後の発掘調査に

期待したい。
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Tab．2　五十川遺跡第1次調査遺構一覧表
遺彿名 旧遺

構名
遺構
種類

形　　　 態 規　　　 模 （cm ）
出　　 土　　 遺　　 物 時代 備　 考

平面形 断面形 長 巾 －深

SKO l P i 土壌 不整円形 逆梯形 73 69　－ 23 弥生土器 （甕 ・甑把手）、土師器 （椀 ・甕 ・高坏）

SKO2
i

SK29
欠

SK30 P 30 土壌 不整円形 逆梯形 76 70 48
弥生土器、土師器（高坏 ．甑把手）、須恵器 （坏 ・蓋）、

須恵器生焼 （皿 ．坏 ．蓋）、須恵器赤焼

SK3 1 P 3 1 土壌 不整円形 逆梯形 70 64 39 弥生土器、土師器 （壺）

SK32 欠

SK33 P33 土壌 不整－形 逆梯形 （＋α）
91 93 14 縄文土器（甕）、弥生土器

SK34 欠

SK35 P35 土壙 不整形 逆梯形 133 97 33 縄文土器

SK36 欠

SK37 P3 7 土壌 不整形 逆梯形 91 62 36 土師器、土製品（勾玉）

SK38 P38 土壌 不整形 逆梯形 （＋α）
242

（＋α）
60

　 30

縄文土器、弥生土器（甕）、土師器（皿 ・坏 ．甕・高坏．

鉢．カマ ド型．甑把手）、手軽土器 （椀）、須恵器 （皿．

坏 ・蓋 ・甕 ・高坏 脚 ．鉢 ．壺）、須 恵器 生 焼（坏 ．

蓋）、須恵器赤焼－（甕）、黒色土器（坏）、青磁 （碗）、製

鉄遺物、瓦 （丸瓦）、石製品（砥石 ・黒曜石 ．碁石）

境界地にある

SEO 1 P 04 井戸 不整円形 摺鉢状 270 225 124

弥生土器（甕）、土師器（皿 ．坏 ．甕 ．壺 ・甑）、須恵

器（坏 ・蓋 ・壺）、須恵器生焼 （坏）、瓦 （平瓦）、石製

品（砥石）．

SD O1 M l 溝 （＋仕）
1670

41 11 土師器 （高坏 ・壺）、須恵器（甕）、須恵器生焼

SD O2 M 2 ／／ 2000 46 15

SD O3 M 3 ／／ 5260 95 29

縄文土器、弥生土器（高坏 ・壺）、土師器（皿・坏．凄 ．

高坏 ・壺 ・カマ ド型 ．甑）、須 恵器 （坏 ・蓋 ・甕 ．

壷）、須恵器生焼（坏 ・蓋 ．椀 ．大甕）、須恵器赤焼、

内黒土器（椀）、鉄製品、石製品（砥石）

SD O4 M 4 ／／ 189り 57 18 弥生土器、土師器、須恵器 （蓋）

SD O5 M 5 ／／
（＋α）1
860 62 17 土師器 境界地にある

SD O6 M 6 ／／ 2520 （＋α）
120

20

縄文土器（甕 ・鉢）、弥生土器（椀 ．甕 －・鉢 ．壷 ．甑）、

土師器 （椀 ・蓋 ・－甕 ．相 ．高坏 ．壷 ．甑）、手捏土器

（壺）、須恵器、土製品（紡錘車状）、石製品（砥石・石

剣 ．紡錘車）、黒曜石、軽石

S DO7 M 7 ／／ 3700 00－1000 50－ 土師吉

S DO8 M 8 ／／ 150 18 3　－

S DO9 M 9 ／／ 284 137 10－ 土師器 （高坏）、須恵器、須恵器生焼（甕）

S D 10 M 10 ／／

弥生土器 （甕）、土師器（坏 ．椀 ．甕 ・高坏 ・鉢 ．壺 ・

甑把手）、須恵器（坏 ．蓋 ．甕 ・高坏 ・壺）、須恵器生

焼 （坏 ．蓋 ．甕 ．地）、須恵器赤焼 （坏 ・蓋 ．甕 ．壺）、

染仲、瓦 （平瓦）

寧D ll M i1 － ／／ 弥生土器 （甕）、土師器、須奉器（蓋）、鉄製品

SPO－2 隅丸方形 逆梯形 45 39 20 土師器（高坏）、黒曜石

SPO3 隅丸方形 逆梯形 37 37 20 土師吉（高坏）、須恵器 （甕）、須恵器生焼

SP05 不整楕円形 逆梯形 36　－ 30 18 土師器、－　須恵器

SP 17 不整円形 逆梯形 45 45 17 土師器、須恵器 （坏）

SP22 不整形 －
（＋α）
25

（＋α）
25

17 弥生土器、土師器（高坏）、須恵器（坏 ．蓋）、輔羽甲

SP28 示整形 （＋α）
45 47 8

弥生土器 （壺）、土師器 （坏 ．椀 ．高坏 ・甑の把手）、

須恵器（甕）、須恵器生焼（坏 ．蓋 ・甕）、須恵器赤焼

（蓋）、瓦（丸瓦）、サヌカイ ト片

SP32 隅丸長方形 逆梯形 50 37 17
弥生土器、土師器、－須恵器（坏 ．蓋 ・壺）、須恵器生

焼 （坏 ・蓋）、石製品（石斧）
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図

五十川遺跡第1次調査発掘作業風景



PL．1

（1）北側調査区全景（南から）

（2）南側調査区全景（南から）



3 井 戸 S E 0 1 土 層 状 態 　 （ 東 か ら ） ㈱ 　 井 戸 S E 0 1 内 木 製 品 出 土 状 態

溝 S D 0 3 ． 0 4 ． 0 6 井 戸 S E 0 1 （ 南 か ら ） ② 　 井 戸 S E 0 1 　 （ 北 か ら ）



溝 S D 0 7 　 （ 北 か ら ） ㈱ 　 溝 S D O 7 土 層 状 態 　 （ 南 か ら ）

溝 S D 0 6 　 （ 北 東 か ら ） ② 　 溝 S D 0 7 発 掘 作 業 風 景 　 （ 北 西 か ら



3 南 側 調 査 区 遺 構 群 　 （ 南 か ら ） 射 　 溝 S D 0 3

（ Ⅱ 、 土 壙 S K 3 8 　 （ 北 か ら ）

溝 S D 0 5 　 （ 西 か ら ） 南 側 調 査 区 作 業 風 景 　 （ 西 か ら ）



㈲ 　 溝 S D i 0 内 出 土 須 恵 器 蓋 　 （ 南 か ら ） ㈲ 　 溝 S D i 0 土 層 状 態 （ 北 か ら

周 　 溝 S D i 0 　 （ 北 か ら ） ② 　 溝 S D 1 0 内 遺 物 出 土 状 態 　 （ 東 か ら



畑 　 土 壙 S K 3 8 　 （ 東 か ら 4 整 地 層 内 遺 物 出 土 状 態 　 （ 西 か ら ）

用 　 土 壙 S K 3 5 　 （ 南 か ら ） 土 壙 S K 3 5 内 遺 物 出 土 状 態



PL．7

34

土壌（SK）出土遺物
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※数字は実測図の番号に一致する



PL18

41

160

∴。1

鵜鬱

＼二㌦一、－や整－1L一二一．7－才

72

62

164

井戸（SE）・溝（SD）．整地層出土遺物

177



PL19

整地層出土遺物

276

266

285 288

※数字は実測図の番号に一致する



PL・10

274

286

（1）整地層出土遺物及び表採遺物

（2）発掘調査協力者及び作業員の皆さん

284

※数字は実測図の番号に一致する
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